
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ペン画 宗森英夫】 

☆いたち川ウオーキング☆ 

“飯島市民の森”は、条例が制定され最初の市民の

森でその周辺からを水源としている“飯島川”で現在

はほとんどが暗渠化されておりますがその周辺に飯島

川小川アメニテイが復元しています。 

日 時  令和 4 年 月 日 10：00 

集合場所 JR 本郷台駅前広場（出発 10：30）→市民

の森（徒歩約 1.0 ㎞）→飯島市民の森散策→野鳥の森

広場→飯島せせらぎ緑道→キリスト協会横→サクラが

丘広場→白幡の森広場→長谷戸休憩所（昼食休憩）→

大杉窪広場→飯島上町（バス＆徒歩）→本郷台駅解散

（20：00 予定） 

＊雨天中止。中止の場合は、前日ご連絡します。 

22 春号 

 

’通刊 88 号 

発 行 年 月 

2022 年 3 月 

通刊 88 号 

 

集合時間：10：00 

参 加 費：100円（保険料等） 

持 ち 物：飲み物、雨具、昼食 マスク着用 

参加人数：20名（先着順） 

参加要領：参加希望者は、葉書、メール、FAXで 

住所・氏名・ふりがな・電話番号を明記の上、 

令和４年 月 日（ ）までに下記に応募 

して下さい。（当日消印有効） 

応 募 先：〒247‐0005 栄区桂町303‐19 

（電話）894‐8161（FAX）894‐9127 

（アドレス）sa-kikaku@city.yokohama.jp 

栄区役所区政推進課企画調整係 担当 佐藤 

※内容については、和久井（045‐892‐6767)まで 

い
た
ち
川
周
辺
で
出
会
う
桜
に
想
う 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
世
界
的
に
人
々
の
活

動
が
変
化
し
て
い
ま
す
し
、
自
然
界
は
気
候
の
変
化
に
敏
感
に
反

応
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。2

0
2
0

年
の
春
か
ら
外
出
を
制

限
さ
れ
る
日
々
が
続
く
中
、
お
花
見
も
マ
ス
ク
着
用
、
人
と
の
距

離
を
考
え
て
…
等
、
楽
し
み
方
も
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で

す
。 

 

今
年
い
た
ち
川
周
辺
の
桜
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
咲
き
始
め
て
い

る
花
も
見
ら
れ
ま
す
。
川
辺
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
オ
オ
シ
マ
ザ

ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
多
く
、
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
区
役

所
近
く
の
景
観
は
見
事
で
す
。
珍
し
い
桜
と
し
て
漢
字
で
書
か
れ

る
横
浜
緋
桜
、
枝
垂
れ
桜
、
十
月
桜
（
年
に
2
回
咲
く
）
、
寒
桜
、

更
に
い
ろ
い
ろ
な
交
配
種
が
あ
り
ま
す
。
以
前
に
「
い
た
ち
か
わ

ら
ば
ん
」
で
取
り
上
げ
た
話
題
の
桜
も
あ
り
ま
す
。 

 
2
0
0
4

年
に
横
浜
市
立
小
学
校
で
総
合
学
習
の
テ
ー
マ
「
夢
い

っ
ぱ
い
、
友
達
い
っ
ぱ
い
、
命
い
っ
ぱ
い
」
で
桜
グ
ル
ー
プ
を
選

ん
だ
子
供
た
ち
が
身
近
な
多
く
の
人
達
や
専
門
家
の
協
力
を
得

て
岐
阜
県
の
庄
川
村
か
ら
苗
木
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
由
緒
あ
る

「
荘
川
桜
」
。
そ
れ
か
ら
、19

1
2

年
に
友
好
親
善
の
た
め
に
ア
メ

リ
カ
に
送
ら
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
桜
の
話
と
、
そ
の
植
樹
に
貢
献

し
た
シ
ド
モ
ア
さ
ん
の
名
を
冠
し
た
「
シ
ド
モ
ア
桜
」
さ
ら
に
、

西
行
法
師
と
関
連
が
あ
る
と
も
伝
わ
る
証
菩
提
寺
近
く
に
あ
る

桜
の
古
木
。
ほ
か
に
も
ま
だ
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
伝
承
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
荘
川
桜
」
に
は2

0
1
3

年
に
大
学
生
に
成
長
し
た
当
時
の
教

え
子
と
担
任
だ
っ
た
先
生
と
の
10
年
ぶ
り
の
思
い
が
け
な
い
嬉

し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
桜
が
結
ん
だ
心
の
つ
な
が
り
、
思

い
や
願
い
の
共
有
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。 

 

時
代
を
経
て
つ
な
が
っ
て
い
る
命
、
広
く
関
連
し
な
が
ら
支
え

あ
っ
て
続
い
て
い
る
生
命
を
大
切
に
し
て
暮
ら
す
日
々
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
う
ぐ
い
す
） 

 

‟こころの川“ 

こころに残る風景を投稿者にかわって訪ねてくれ

る、“こころの旅”と言う NHK テレビ番組がありま

す。今となっては様変わりした思い出の場所を訪ね

てくれますが、日本の原風景が残っている発見もあ

ります。 

“いたちかわらばん 87 号”の草本勝次氏の 1 文

も「こころの風景」が表現され、故郷を懐かしむ気

持ちに溢れています。腕白少年の日々を過ごした故

郷の歴史ある“外城”は大きく様変わりしました。

魚とりや水遊びなど存分に遊ばせてくれた自然は

もうありません。ハヤ、タナゴ、フナ、等々、私に

とってもなつかしい名前が“こころ”に残っていま

す。 

今夏、“荒井沢市民の森”のカエル池で久しく見

なかったタニシを見つけました。幼いころ川や田で

すくい取って遊んだものです。 

こうした蘇ってくる自然の風景を今の子供たち

は見つけられるでしょうか。カワセミに出合う川・

野鳥の憩う“いたち川”を“ふるさとの川・こころ

の川”となることを願っています。 

                菅原恵美子 

“木々の銘板、案内板”が欲しい 

‟いたち川かわらばん“を見てから、週に数回、川べり

散歩をしています。 

最低気温 8℃条件を得ての川べりの紅/黄葉の美しい

こと！そのように設計された賜物と思います。残念な

がら木々の名前が分からないので、ネームプレートを

付けて置いたらと思いを巡らしています。 

昇竜橋経由自然観察の森へ紅葉狩り散策をしたこと

を、都筑区の友人に話したところ、同じコースを辿り

歩いたものの、昇竜橋への下り口がよく分からないま

ま帰宅したことを聞き、「昇竜橋」の案内標識が欲しい 

と思いました。             中村 

‟いたち川かわら版“ありがとうございます。今回

は、公園や市民の森を紹介いただき、参考になりまし

た。公園の定義や種類、緑地や市民の森などを勉強で

き、学校などでは得られない現場に密着した知識が得

られて良かったです。4 か月遅れの発行だそうです

が、87 号ということで 20 年以上も続いて凄いです

ね。今後も地元の身近ないたち川をわかりやすく紹介

していただくことを期待しています。  若原俊彦  

読者からの便り、有難うございます。今後も感想、助

言などをご連絡ください。本文は編集して掲載してお

ります。連絡先は栄区役所区政推進課へ。 

発行：㹨川 OTASUKE 隊 （いたちがわおたすけたい） 
OTASUKE 隊事務局：栄区役所区政推進課企画調整係 〒247-0005 横浜市栄区桂町３０３－１９ 

TEL 045-894-8161 FAX 045-894-9127 

（お便り、お問い合わせはこちらまで） 

 

編   集   協   力：栄土木事務所下水道・公園係    TEL 045-895-1411 



 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

「いたち川の水源」市民の森の紹介 第 2 弾!! 

JR 本郷台駅より西方向約 1.0 ㎞に位置する「飯島市民の森」をご

案内いたします。飯島川水源となっている「飯島市民の森」、は愛

護会メンバーと地域の人たちによって管理されています。 

編集後記 

 コロナ禍で家に籠る日々が続いて、かわら版発行も

定期的に発行できませんが今後も、いたち川に関する

情報を発してまいります。ぜひ皆様のご意見やご感想

などをお寄せ下さい。 （水・人・子） 

 

飯島交差点 

白幡の森広場 

飯島せせらぎ緑道 

野鳥の森広場 

キリスト協会 

長谷戸休憩所 大杉窪広場 

サクラが丘広場 

市民の森 

飯島上町 

故
郷
の
川
へ
の
思
い 

生
ま
れ
育
っ
た
町
に
は
信
濃
川
が
流
れ
て
い
た
。 

位
置
は
新
潟
県
の
上
越
で
河
口
か
ら1

0
0
km

上
流
に
な
る
。 

天
下
の
大
河
、
信
濃
川
で
遊
ん
だ
‥
等
と
言
う
と
え
ー
っ
！ 

あ
ん
な
大
き
な
川
で
…
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
少
々 

事
情
が
異
な
る
。
そ
れ
は
川
の
対
岸
に
国
鉄
時
代
に
建
設
さ 

れ
た
千
手
発
電
所
（
水
力
発
電
）
が
あ
っ
て
上
流
で
水
を
横 

取
り
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
水
量
が
多
く
な
い
の
だ
。 

川
床
の
幅
は3

0
0
m

も
あ
る
が
水
の
流
れ
る
幅
は
幾
ら
も
な 

い
。
本
流
の
川
幅
は4

～5
0
m

あ
る
も
の
の
本
流
以
外
に
細 

流
が
沢
山
あ
っ
て
広
い
河
床
を
何
本
も
流
れ
て
い
る
。 

川
床
に
は4

～5
0
cm

の
大
き
な
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
て 

さ
な
が
ら
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
川
な
の
で
あ
る
。 

恐
ら
く
日
本
一
の
大
河
信
濃
川
の
内
で
一
番
堂
々
た
る
大
河 

ら
し
く
な
い
姿
が
こ
こ
十
日
町
を
流
れ
る
信
濃
川
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
昔
氾
濫
し
た
こ
と
も
有
る
の
で
し
っ
か
り
と
嵩
上
げ
さ 

れ
て
が
っ
ち
り
と
し
た
堤
防
が
川
を
取
り
巻
い
て
い
る
。 

自
宅
か
ら
川
ま
で
は
約3

km

程
の
距
離
が
あ
っ
て4

,5
0
 

 
 

分
歩
か
な
い
と
着
か
な
い
。
幼
時
は
バ
ス
な
ど
使
用
す
る
こ 

と
は
な
く
て
歩
き
だ
け
だ
っ
た
か
ら
川
に
行
け
ば
一
日
中
遊 

ん
で
家
に
帰
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。 

さ
て
、
そ
こ
で
何
を
し
て
遊
ん
だ
の
か
？
と
い
う
と
こ
れ
が 

甚
だ
原
始
的
な
「
魚
の
掴
み
捕
り
」
な
の
だ
。 

上
流
か
ら
下
流
に
向
か
っ
て
片
っ
端
か
ら
石
を
積
ん
で
Ｖ
字 

形
の
ヤ
ナ
を
作
る
。
ヤ
ナ
が
出
来
た
ら
上
流
か
ら
バ
シ
ャ
バ 

シ
ャ
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
騒
ぎ
ま
く
っ
て
魚
を
追
い
立
て
る
。 

Ｖ
字
に
仕
切
ら
れ
た
水
の
中
に
魚
は
走
っ
て
石
の
陰
に
隠
れ 

る
。
そ
こ
で
石
の
下
に
手
を
突
っ
込
ん
で
魚
を
掴
み
捕
る
。 

 

何
と
も
幼
稚
で
、
原
始
的
で
、
悠
長
な
漁
法
で
あ
る
。 

ど
れ
だ
け
捕
れ
た
か
っ
て
？
大
し
た
数
で
は
な
か
っ
た
。 

魚
は
オ
イ
カ
ワ
（
ヤ
マ
ベ
と
も
言
わ
れ
る
）
が
圧
倒
的
に
多 

か
っ
た
。
魚
捕
り
と
は
言
っ
て
も
実
際
に
は
石
を
積
ん
で
居 

る
時
間
の
方
が
長
か
っ
た
。
子
供
の
遊
び
に
効
率
性
な
ぞ
何 

の
関
係
も
な
い
の
だ
っ
た
。 

信
濃
川
の
右
岸
の
堤
防
沿
い
に
「5

0

間
（
ご
じ
ゅ
っ
け
ん
） 

」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
溜
池
が
あ
っ
た
。（「
間
」
は
尺
貫
法 

で1
.8

m

で
あ
り5
0

間
は9

0
m

に
な
る
。） 

表
層
部
に
は
濃
い
水
藻
が
茂
っ
て
い
て
開
放
水
面
は
少
な
か 

っ
た
が
溜
池
の
底
部
は
川
の
本
流
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
流 

れ
が
な
い
だ
け
で
水
は
行
き
来
し
て
い
て
綺
麗
で
あ
る
。 

溜
池
に
は
沢
山
の
魚
や
水
棲
生
物
が
棲
ん
で
い
て
恰
好
の
釣 

り
場
だ
っ
た
。
子
供
等
は
こ
こ
で
専
ら
コ
イ
や
フ
ナ
を
釣
っ 

て
遊
ん
だ
。
子
供
た
ち
が
使
う
釣
り
竿
は
１
本
の
長
さ
が
せ 

い
ぜ
い2

～2
.5

m

位
の
単
な
る
竹
の
棒
で
、
そ
れ
に
テ
グ
ス 

と
浮
き
と
釣
り
針
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

餌
は
ミ
ミ
ズ
と
練
り
餌
だ
が
強
力
な
助
っ
人
が
あ
っ
た
。 

そ
れ
は
「
サ
ナ
ギ
」
で
あ
る
。
十
日
町
は
昔
か
ら
有
名
な
絹 

織
物
の
産
地
だ
か
ら
蚕
か
ら
繭
を
作
り
、
絹
糸
を
産
す
る
。 

繭
の
中
に
は
サ
ナ
ギ
が
い
て
絹
糸
を
吐
き
出
す
の
だ
が
糸
を 

取
り
出
せ
ば
単
な
る
廃
棄
物
で
あ
る
。
こ
の
サ
ナ
ギ
が
鯉
の 

大
好
物
な
の
だ
。
潰
し
て
練
り
餌
に
混
ぜ
れ
ば
最
強
の
餌
と 

な
る
。
生
糸
を
作
っ
て
い
る
製
糸
工
場
に
行
け
ば
サ
ナ
ギ
な 

ぞ
幾
ら
で
も
タ
ダ
で
貰
え
た
。 

こ
の
溜
池
で
目
の
下3

0
cm

の
立
派
な
鯉
を
釣
り
上
げ
た
。 

家
に
持
ち
帰
っ
て
黒
い
木
桶
に
入
れ
て
飼
っ
て
い
た
が
突
然 

の
病
に
倒
れ3

9

℃
の
熱
を
出
し
た
高
校
生
の
兄
の
足
裏
に 

貼
っ
て
解
熱
剤
と
し
て
の
一
生
を
終
え
た
。
近
所
の
婆
さ
ん 

が
言
う
に
は
生
き
た
鯉
を
足
裏
に
貼
る
と
熱
を
下
げ
る
の
だ 

 
 

と
言
う
。
お
蔭
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
兄
は
快
方
に
向
か 

っ
て
全
快
し
た
。 

湿
布
役
を
終
え
た
鯉
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
は
覚
え
が
な 

い
。
或
は
料
理
さ
れ
て
腹
に
収
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

今
か
ら
お
よ
そ0

.7

世
紀
も
前
の
昭
和2

0

年
代
の
話
で
あ
る
。 

令
和
４
年
の
今
、
昭
和2

0

年
代
は
遥
か
雲
の
彼
方
の
話
で
何 

や
ら
絵
本
の
中
の
物
語
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

序
で
話
に
な
る
が
、
こ
の
川
は
信
濃
（
長
野
県
）
で
は
信
濃 

川
で
は
な
く
て
「
千
曲
川
」
と
呼
ば
れ
、
下
っ
て
越
後
（
新
潟 

県
）
に
入
る
と
越
後
川
で
は
な
く
て
「
信
濃
川
」
に
な
る
。 

即
ち
、
１
本
の
川
で
あ
り
な
が
ら
上
流
が
「
千
曲
川
」
、
下
流 

が
「
信
濃
川
」
と
い
う
二
つ
の
名
前
を
持
つ
川
な
の
で
す
。 

…
何
か
妙
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？ 

（
ピ
ン
テ
ー
ル
） 

[

注] 

「
魚
の
掴
み
捕
り
」
に
つ
い
て
は
「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん 

」
第5

0

号
に
「
魚
を
手
で
掴
む
川
遊
び
」
と
い
う
題
で
掲
載 

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
し
て
下
さ
い
。 

飯島市民の森 

飯島市民の森は市内の緑地を保全するため民地を利用した「市民の森」の第

一号として 1972年に開園した市民の森で面積は約6ha で中規模の大きさです。 

 当市民の森は、起伏に富んだ散策路ですが一度丘の上に上ってしまえば、丘

の上エリアはなだらかで、「白幡の森広場」「大杉窪広場」「サクラが丘広場」「野

鳥の森広場」の 4 つの広場とそれを結ぶなだらかな散策路を楽しむことができ

ます。地域の子供たちには、昆虫の宝庫として知られており、豊かな森では様々

な昆虫類と出会うことができます。 

 森の周辺には「飯島せせらぎ緑道」が整備され小川には、生き物観察などを

して遊ぶことができます。丘の上の散策路は 800m ほどのなだらかな散策路で

すがぐるっと一周するには、丘を登ったり下ったりします。 

 

白幡の森広場 

 丘の上のエリアの西の端にある広場で、広場内には、ベンチ、テーブル、あ

ずまやなどがあり、園内で一番大きい広場です。 

大杉窪広場 

 白幡の森広場の反対側にある広場でベンチに座って西側の景色を見ると見事

な富士山を眺めることができます。 

サクラが丘広場 

 広場内には大きな桜の木が 2～3 本植えられており、桜の開花時期にはお花

見を楽しむことができます。周りに木々があり周辺の景色を見晴らすことがで

きません。 

野鳥の森広場 

木々に囲まれた広場ではありませんが、小鳥が

さえずる声を聴くことができます。 

飯島せせらぎ緑道 

 市民の森の北側に沿って流れる小川と緑道で、

約 600ｍの散策路となっています。 

 水辺にはトンボやメダカ、アメンボーが生息し

ていて観察することができます。 

飯島川（現在はほとんどが暗渠化されています） 

このせせらぎ緑道の小川は柏尾川に流れ込む飯島

川の源流で 1980 年代までは度々氾濫した川です。 

旧豊田高校周辺一帯、洪水になっていましたが

現在は高校の跡地に「飯島第 2 雨水調整地」が設

けられて、飯島地区の水を調整していたち川や柏

尾川に流出しています。 


